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１．緒言 

近年化石燃料の代替として太陽光エネルギ

ーに多くの期待が寄せられている.本研究では，

太陽光発電における高効率化を目指した蛍光

導波路型ソーラーコレクタシステムに着目し，

変換効率に関係する因子（蛍光体の選択,蛍光

体濃度,蛍光導光板端面での光学的対処等）を

検討し，最適化を図ることを目的とした．今回

は主に蛍光導光板の形状効果に着目し,光学シ

ミュレーションを交えて変換効率を検討した

結果を報告する． 

２．原理 

太陽光集光システムの原理を Fig. 1 に示す．

蛍光導光板上面に入射した太陽光は導光板内

の蛍光染料に吸収され，蛍光を発する．発生し

た蛍光は，全反射を繰り返し，太陽電池が設置

された端面に達し，発電に寄与する．入射光の

一部はフレネル反射，透過し，損失となる． 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 蛍光導波路型ソーラーコレクターの原理 

３．評価結果 

蛍光導光板端面輝度の導光板の形状依存性

を評価した結果を要約する． 

１）蛍光導光板面積依存性：正方形の蛍光導光

板の面積に比例し輝度は増加したが，一定面積

で飽和を示した．（最適面積の確認）２）蛍光

導光板厚さ依存性：蛍光導光板の厚さを変化さ

せた結果ある厚さで極大値を示した．（最適厚

さの確認）３）蛍光導光板縦横比依存性：縦横

比が異なる導光板の場合，短辺の方が高い輝度

を示した． 

以上の実験結果は，光学シミュレーション

（Light Tools, Synopsys）を用いて検証し，対応

する結果を得た 1),2)． 

更に効率を高める手法として，導光板下面及

び端面にアルミ蒸着し透過光を反射する鏡の

付加，並びに蛍光波長の異なる蛍光板を積層し

効率よく太陽電池の感度領域に変換すること

での変換効率の向上についても検討を行った． 

４．結言 

形状の最適化を行うことで，高い輝度で光を

太陽電池へ入射でき,高効率化が期待できる結

果を得た．漏れ光を防ぐ反射板の付加，異なる

波長の蛍光導光板の積層による効率増大を得

た． 
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